
聞
き
手
編
集
部＝

編
と
略
。

編

早
速
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

議
員
活
動
の
実
績
に
つ
い
て
、
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

岩
井
議
員

一
番
目
は
、
生
活

保
護
に
つ
い
て
で
す
。
生
活
保
護

に
限
ら
ず
日
本
で
は「
申
請
主

義
」
と
な
っ
て
お
り
、
申
請
し
な
い

と
保
護
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
と

こ
ろ
が
、
社
会
福
祉
課
で
は
申

請
書
は
申
請
に
来
た
人
の
目
に

触
れ
る
と
こ
ろ
に
は
、
置
い
て
な

く
、「
窓
口
の
机
の
下
」
に
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
厚
労
省
の「
税
金

を
慎
重
に
扱
う
よ
う
に
」
と
の
指

示
に
基
づ
く
対
応
で
し
た
。
そ
こ

で
、
一
期
目
の
時
に
本
会
議
で

取
り
上
げ
、「
申
請
書
」
を
申
請

者
の
目
に
つ
く
と
こ
ろ
に
置
く
べ

き
で
は
な
い
か
と
質
し
ま
し
た
。
こ

の
申
請
書
を
申
請
者
の
目
に
触

れ
な
い
と
こ
ろ
に
置
く
こ
と
は
、

申
請
を「
水
際
で
止
め
る
」
こ
と

に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
、
引

き
続
き
、
質
問
を
行
い
、
三
回
目

で
社
会
福
祉
課
の
目
に
触
れ
る

と
こ
ろ
に
置
く
こ
と
を
実
施
さ

せ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
千
葉
県
内

の
市
町
村
で
も
唯
一
で
す
。
生

活
保
護
申
請
者
と
は
な
る
べ
く

一
緒
に
窓
口
に
行
き
ま
す
。
本

人
が「
申
請
に
来
ま
し
た
」
と
窓

口
で
言
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

編

流
山
市
で
は
置
い
て
い
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

岩
井
議
員

置
い
て
い
ま
せ
ん
。

（注
「
申
請
主
義
」と
は
市
民
が

社
会
保
障
制
度
の
利
用
等
の

行
政
手
続
き
に
お
い
て「
私
は
こ

う
い
う
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い

る
の
で
こ
の
制
度
を
使
え
る
よ

う
だ
。
」
と
情
報
を
探
し
、
窓
口

に
自
ら
足
を
運
び
、「
使
い
た
い

の
で
申
請
し
ま
す
。
」
と
申
し
出

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

指
す
言
葉
で
す
。
厚
生
労
働
省
）

＝

編
集
部
）

二
番
目
は
前
回
も
触
れ
ま
し
た

が
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
で

す
。
市
内
54
の
公
的
施
設
を
調

査
し
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
が

可
能
な
状
況
か
ど
う
か
を
調
べ
、

市
に
た
い
し
て
パ
ネ
ル
の
設
置
を

促
し
ま
し
た
が
、「
（
売
電
の
）
買

い
取
り
価
格
が
下
が
っ
た
。
投
資

に
見
合
わ
な
い
」
な
ど
と
い
っ
て
、

太
陽
光
発
電
に
対
し
、
後
ろ
向

き
で
し
た
が
、
昨
年
（一
昨
年
？
）

市
内
の
民
間
発
電
所
が
発
足
し

ま
し
た
。

編

市
の
財
政
的
支
援
は
な
い
の

で
す
か
。

岩
井
議
員

財
政
的
支
援
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
団
体
へ
の
会
費
は

支
払
っ
て
い
ま
す
。
民
間
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
行
政
が
入
っ
て
い
る
の
は

他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

三
番
目
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る「
く

ら
し
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
寄
せ
ら

れ
た
要
望
を
課
題
別
に
分
け
て
、

市
に
対
し
て
実
現
の
た
め
の
交

渉
を
し
て
、
実
現
を
図
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
市
の
所
管
毎
に
交

渉
す
る
た
め
の
調
整
を
市
長
秘

書
室
が
行
い
一
日
で
交
渉
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
年

置
き
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
く

交
渉
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
、
恒

例
の
行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
の
中
で
、
地
域

の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
や
道

路
面
の「
止
ま
れ
」
な
ど
の
ペ
イ
ン

ト
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
、
公
園

の
草
刈
り
、
樹
木
の
枝
切
り
な
ど

を
実
施
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
２
０

２
３
ア
ン
ケ
ー
ト
の
要
望
事
項
の

整
理
を
進
め
、
早
急
に
交
渉
を

行
な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

編

議
会
中
の
お
忙
し
い
中
、
時

間
を
割
い
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（Ｉ
・Ｏ
＆
Ｔ
・Ｏ
）

第２２４号 けやきの風 ２０２３年９月

日本共産党湖北台

後援会連絡所

早川 7149-0322

小野 7187-0203

鈴木 7139-3421

け
や
き
の
風

百
貨
店
の
３
位
の
売
上

を
誇
り
、
一
日
10
万
人

が
訪
れ
る
と
い
う
「
そ

ご
う
西
武
」
が
外
国
資

本
に
売
却
さ
れ
ま
し
た
。
百

貨
店
の
主
な
顧
客
の
中
流
階

級
の
没
落
が
要
因
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
労
働
者
の
年
収

の
中
央
値
は
30
年
前
は
５
５

０
万
円
が
、
昨
年
は
３
７
２

万
円
に
落
ち
込
み
、
中
流
階

級
は
消
滅
状
態
で
す
（
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
タ
イ
ム
ズ
）
▼
日

本
は
25
％
ほ
ど
の
富
裕
層
と

圧
倒
的
な
数
の
下
流
層
に
二

分
化
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

▼
成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
に
あ

り
な
が
ら
成
長
し
な
い
国
に

な
ぜ
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か

政
府
も
メ
デ
ア
も
検
証
し
て

い
ま
せ
ん
。
か
つ
て
は
世
界

の
50
％
の
シ
ェ
ア
を
持
っ
て

い
た
の
に
、
半
導
体
も
太
陽

光
も
先
進
国
か
ら
周
回
遅
れ

の
凋
落
で
す
（
古
賀
茂
明
著

「
分
断
と
凋
落
の
日
本
」
）

▼
自
動
車
産
業
も
危
機
的
だ

と
い
う
。
輸
出
台
数
で
も
中

国
は
２
１
４
万
台
で
日
本
の

２
０
２
万
台
を
抜
き
ま
し
た

（
ｂ
ｓ
テ
レ
東
京
「
日
系
メ
ー

カ
ー
死
屍
累
々
」
）
▼
こ
の

よ
う
な
状
況
の
中
で
「
中
国

を
敵
と
し
た
戦
争
」
を
あ
お

り
、
軍
事
費
に
43
兆
円
も
の

税
金
を
使
う
な
ど
は
国
を
亡

ぼ
す
道
と
思
い
ま
す
。

（
編
：
Ｓ
Ａ
）

街 路 樹

※
湖
北
台
後
援
会「
け
や
き
の
風
」の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
発
行
し
て
い
ま
す

五
期
目
を
め
ざ
す
岩
井
こ
う
議
員
に
聞
く
②

第
15
回
「
あ
び
こ
平
和
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
（１
日
目
）

８
月
26
日
（
土
）
27
日
（
日
）
我

孫
子
市
民
プ
ラ
ザ
（あ
び
こ
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
内
）
で「
あ
び
こ

平
和
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

第
１
日
目
の
26
日
は
、
最
初
に

映
画
「
沖
縄
、
再
び
戦
場
」
が

上
映
さ
れ
、
ミ
サ
イ
ル
基
地
建

設
が
強
引
に
進
む
沖
縄
の
島
々

の
姿
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
作
家
の
倉
橋
綾
子
氏
の

講
演
『
憲
兵
だ
っ
た
父
の
遺
言

と
私
』
が
あ
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
憲
兵
で
あ
っ
た
父
が

死
の
直
前
、
娘
の
倉
橋
氏
に
一

枚
の
文
書
を
託
し
、「
こ
れ
を

墓
に
刻
ん
で
く
れ
」
と
頼
み
ま

し
た
。

父
の
死
後
、
兄
達
と
相
談
し
た

が
、
憲
兵
と
し
て
過
ご
し
て
来

た
中
国
各
地
で
の

中
国
人
民
に
対

す
る
自
分
の
行
為

に
お
詫
び
を
す
る

と
い
う
文
面
で
あ
っ

た
た
め
、
拒
否
さ

れ
た
。

そ
れ
か
ら
倉
橋
氏

は
父
の
遺
言
を
何

と
か
実
現
し
た
い

と
努
力
し
た
結
果
、

親
戚
の
尽
力
も
あ
っ

て
約
１
０
年
後
に

父
の
墓
石
に
全
文

刻
む
こ
と
が
出
来

る
と
共
に
、
父
が

従
軍
し
た
中
国
各
地
を
訪
問

し
、
報
告
す
る
と
地
元
住
民

か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
た
。

日
本
政
府
も
戦
争
を
二
度

と
起
こ
さ
な
い
決
意
の
た
め
に

も
侵
略
行
為
を
一
日
も
早
く

謝
罪
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
、

倉
橋
氏
は
訴
え
ま
し
た
。

（
小
野
）

セ
ー
フ
テ
ィ
・
ネ
ッ

ト
の
申
請
の
権
利

を
重
視

「
平
和
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
参
加
し
て
」

第
二
は
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
へ

大
き
な
一
歩

第
三
は
市
民
の
み

な
さ
ん
の
声
を
集

め
、
実
現
は
か
る

日時 9月23日(土祝)午後2時～

場所 あびこ市民プラザホール3階

内容 さいとう和子衆議院比例候補(南関東)

元衆議院議員

我孫子市議選予定候補決意表明

我孫子市政を考える市民のつどい

日時 10月7日(土)午後2時～3時30分
場所 湖北台市民センター

日時 10月7日(土)午後4時～
場所 岩井事務所

岩井こうを励ます集い

岩井こう事務所開き



岸
田
政
権
の
無
謀
、
無
策
、
無

責
任
な
政
治
姿
勢
が
際
立
っ
て
い

ま
す
。
約
束
を
ほ
ご
に
し
て
の
原

発
事
故
の
汚
染
水
（
ア
ル
プ
ス
処

理
水
）の
海
洋
放
出
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

問
題
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
は
国
民
任

せ
の「
総
点
検
」、
史
実
を
認
め
な

い
歴
史
の
わ
い
曲
と
、
政
権
の
暴

走
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。

野
村
哲
郎
農
林
水
産
相
が
8

月
31
日
、
記
者
団
に
、
東
電
福

島
第
一
原
発
事
故
に
伴
っ
て
海

洋
放
出
す
る「
ア
ル
プ
ス
処
理
水
」

を「
汚
染
水
」と
表
現
。

岸
田
文
雄
首
相
は
即

座
に「
遺
憾
だ
」と
し
て
、

野
村
氏
に「
全
面
的
に
謝
罪
し
、

撤
回
」す
る
よ
う
指
示
。
野
村
氏

は
同
日
、
発
言
を
撤
回
し
、
謝
罪

し
ま
し
た
。「
汚
染
水
」
と
い
う
言

葉
を
一
言
口
に
し
た
こ
と
を
と
ら

え
た
"
魔
女
狩
り
"
の
よ
う
な
異

常
な
反
応
で
す
。

政
府
と
東
電
は
２
０
１
５
年
、
汚

染
水
に
つ
い
て「
漁
業
者
な
ど
関

係
者
の
理
解
な
し
に
は
、
い
か
な

る
処
分
も
行
わ
な
い
」と
約
束
。
い

ま
、
こ
の
約
束
を
公
然
と
投
げ
捨

て
て
海
洋
放
出
を
強
行
し
て
い
ま

す
。

「
コ
ロ
ナ
対
応
並
み
の
臨
戦
態
勢

で
」ー
。
岸
田
首
相
は
６
月
21
日
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
情
報
総
点
検
本
部

の
初
会
合
で
、
河
野
太
郎
デ
ジ
タ

ル
相
ら
閣
僚
を
前
に
げ
き
を
飛

ば
し
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
続
出
を
受
け
て
、
政
府
は
、「
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
で
閲
覧
で
き
る

29
分
野
の
情
報
の「
総
点
検
」
を

行
う
方
針
で
す
。
し
か
し
、
政
府

の
対
応
の
実
態
は
感
染
拡
大
で

多
く
の
死
者
を
出
し
た
コ
ロ
ナ
対

策
と
同
様
、
無
為
無
策
で
す
。

総
点
検
は
、
８
月
の
中
間
報
告

に
よ
る
と
、
個
別
デ
ー
タ
の
点
検

を
行
う
自
治
体
は
、
２
割
超
の
み
。

政
府
は
国
民
に「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」

で
自
分
の
情
報
を
点
検
す
る
よ
う

呼
び
か
け
、
無
策
の
ツ
ケ
を
国
民

に
押
し
付
け
て
い
ま
す
。

自
公
政
権
の
も
と
で
史
実
を
否

定
す
る
政
府
の
愚
行
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
ま
す
。
関
東
大
震
災
か

ら
１
０
０
年
を
迎
え
る
中
、
松
野

官
房
長
官
は
８
月
30
日
の
記
者

会
見
で
、
当
時
発
生
し
た
朝
鮮

人
虐
殺
に
つ
い
て「
政
府
内
に
事

実
関
係
を
把
握
す
る
こ
と
の
で
き

る
記
録
が
見
当
た
ら
な
い
」
と
発

言
。
歴
史
に
逆
行
す
る
発
言
で

す
。岸

田
政
権
の「
歴
史
修
正
主
義
」

は
、
安
倍
・
菅
政
権
と
継
承
さ
れ

て
き
た
も
の
で
す
。

国
際
社
会
か
ら
厳
し
い
視
線
が

注
が
れ
て
い
ま
す
。

Ｈ
・Ｈ

第２２４号 けやきの風 ２０２３年９月

臥
す
日
々
に
友
の
手
作
り
食
届
く

何
に
も
ま
さ
る
薬
な
り
た
り

七
丁
目

山
野

美
津

熱
き
砂
蹴
っ
て
飛
び
込
む
久
慈
川
の

清
冽
な
記
憶
鮮
や
か
八
月
十
五
日五

丁
目

鈴
木

明

老
友
は
今
日
守
ら
れ
て
秋
灯

三
丁
目

松
永
美
穂
子

あ
き
と
も
し

風
の
盆
三
名
山
の
競
い
合
ひ

四
丁
目

松
風

彦
左

赤
き
血
は
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
の
熱
砂
染
め

四
丁
目

松
風

彦
左

八
月
下
旬
の
夕
方
歩
い
て

向
か
い
ま
し
た
。
湖
北
駅
か

ら
だ
と
徒
歩
約
十
八
分
。
駅

北
口
か
ら
国
道
３
５
６
を
東

我
孫
子
方
面
へ
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
に
囲
ま
れ
た
墓
地
を
過
ぎ

る
と
、
右
に
入
る
道
路
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
を
道
な
り
に

行
く
と
、
曹
洞
宗
法
岩
院
の

前
に
出
ま
す
。
交
差
す
る
道

路
を
右
に
行
っ
て
信
号
を
突
っ

切
り
ま
す
。
そ
の
道
の
先
に
、

古
利
根
沼
へ
注
ぐ
水
路
に
出

合
い
、
古
利
根
沼
が
右
手
に

広
が
り
ま
す
。
沼
の
対
岸
は

茨
城
県
小
堀
（
お
お
ほ
り
）

地
区
で
す
。
沼
の
コ
ン
ク
リ

護
岸
の
上
で
釣
り
竿
を
振
っ

て
い
る
人
が
い
ま
し
た
（
写

真
）
。
多
分
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

釣
り
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
こ
の
古
利
根
沼
は
「
明

治
末
期
、
度
重
な
る
水
害
を

な
く
す
た
め
に
利
根
川
の
改

修
工
事
が
行
な
わ
れ
た
結
果
、

蛇
行
部
分
が
残
っ
て
で
き
た
」

（
我
孫
子
市H

P

）
も
の
で
す
。

「
改
修
前
の
利
根
川
は
、
我

孫
子
の
青
山
か
ら
湖
北
の
根

小
屋
（
ね
ご
や
）
に
か
け
て

大
き
く
迂
回
し
て
流
れ
、
し

ば
し
ば
堤
防
が
切
れ
て
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
」

（
同
前
）
。
西
の
端
の
護
岸

は
石
の
蛇
籠
が
一
部
築
か
れ

て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
で
も
一

人
釣
り
人
が
い
ま
し
た
。

「
バ
ス
釣
り
で
す
か
」
と
聞

く
と
そ
の
男
性
は
「
一
匹

３
０
㎝
く
ら
い
の
を
釣
っ

た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

蛇
籠
の
石
に
は
フ
ナ
や
ハ

ク
レ
ン
（
外
来
魚
）
が
白

い
色
を
さ
ら
し
て
浮
い
て

い
ま
し
た
。
こ
の
沼
は
利

根
川
と
通
じ
て
い
て
２
０

種
類
ほ
ど
の
魚
類
が
住
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

小
堀
は
か
つ
て
船
頭
の
村

と
い
わ
れ
、
１
９
４
１
年

（
昭
和
１
６
年
）
利
根
運

河
が
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
、

５
０
艘
の
高
瀬
舟
が
あ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
我
孫

子
側
の
芝
原
城
趾
の
台
地
の

北
側
は
大
風
を
避
け
る
恰
好

な
場
所
で
も
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

（
里
）

文
芸
欄

※
寄
稿
・
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

短

歌

俳

句

川

柳

古
利
根
沼
を
訪
ね
て

(https://jcp-a
biko.com/ )

我孫子市議団
ホームページ

無
謀

無
策

無
責
任

※
法
律
相
談
（相
談
無
料
）・岩
井
事
務
所
に
て
毎
月
第
４
木
曜
日
（２
時
～
４
時
）開
催
し
て
い
ま
す
（事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）０
４
７
・１
８
８
・２
１
４
１

９
月
１
日
は
関

東
大
震
災
か
ら
１

０
０
年
で
し
た
。

「
携
帯
電
話
が
使

え
な
い
！
」
そ
の

時
、
役
立
つ
公
衆

電
話
は
何
処
に
？

湖
北
台
の
公
衆

電
話
の
設
置
数
と

場
所
を
調
べ
て
み

ま
し
た
。
１
丁
目

３
件
（
駅
前
、
カ

ス
ミ
前
、
１
の
９

地
先
）
２
丁
目
０

件
、
３
丁
目
１
件

（
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
）
４
丁

目
１
件
（
４
の
３

公
園
内
）
屋
内
湖

北
台
西
小
、
５
丁

目
０
件
、
６
丁
目

０
件
、
屋
内
湖
北

台
中
学
校
、
７
丁

目
１
件
団
地
管
理
事
務
所

前
、
８
丁
目
０
件
、
屋
内

湖
北
台
西
小
、
９
丁
目
０

件
、
10
丁
目
１
件
自
治
会

館
前
、
以
上
屋
外
７
カ
所
、

屋
内
３
カ
所
。

災
害
時
協
力
井
戸
は
市

内
に
約
１
０
０
カ
所
で
詳

細
は
公
開
し
て
い
ま
せ
ん
。

災
害
時
に
「
災
害
用
協
力

井
戸―

我
孫
子
市
」
の
看

板

を

外

壁

や

柵

に
設
置
。

災

害

時

の
備
え
、

水

や

３

日

分

の

食

料

な

ど

日

頃

か

ら

。

（
里
）

災害時に役立つ情報 公衆電話など

政治革新の道しるべ、
真実をつたえ希望をはこぶ新聞です
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世

界
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